
1
看護専門職としての感性を養
い、自己啓発の動機づけがで
きる。

A

2
看護の知識・技術を深め、看護
実践が展開できる能力を養う。

B

3
組織活動を理解し、リーダシッ
プ・メンバーシップが発揮でき
る能力を養う。

a)
専門職者として広く一般的な知識
を得るための教育

4
看護専門職として、保健・医
療・福祉のニーズに対応できる
能力を養う。

ｂ
）
専門領域において役割を担い、
能力拡大を目指す教育

5
看護専門職者としての倫理観
を理解し、職務が行える能力を
養う。

ｃ
）
看護職者の健康管理をするため
の教育

7
看護職者を育成するための能
力開発を支援する。

E

8
訪問看護におけるスキルアップ
を図る。

F

9
看護職員の確保定着と質の向
上を図る。

G

10
看護研究のレベルアップを支
援する。

H

平成24年度　和歌山県看護協会
教育目標および研修の枠組み

D 認定看護管理者教育

看護研究学会

教育目標 研修の枠組み

新人教育（新人他施設合同研修）

看護実践能力開発に関する教育

看護管理者として必要な知識・
技術・人間性を身につけ、人材
育成能力・問題解決能力を高
める。

6

教育担当者の教育

訪問看護職員教育

看護職員確保定着推進と質の向上
に関する教育

C 管理者教育



平成24年度

継続教育の目標およびプログラムの枠組み

レベルⅠ～Ⅳは、臨床看護実践能力の習得段階を示
し、専門看護領域と看護管理領域へとすすめる。臨床実
践能力の育成を土台に、個々の看護師が将来目標の設
定ができる教育計画を考えている。レベルの設定は、パト
リシア・ベナーの理論を基本にしている。

到　達　目　標

1.①専門看護師として役割モデルとなり、専門性を発揮できる。

　②創造的な看護実践を展開できる。

2.単位における課題を明確にし、目標を示しながら管理行動がとれ
る。

3.単位における教育的役割がとれる。

4.管理および専門看護分野における研究開発を行い、変革の推進
者となれる。

1.専門領域における看護実践の役割モデルとなれる(プライマリー
ナース、担当看護師として役割モデルとなる)。

2.医療チーム内でのリーダシップを発揮できる。

3.後輩および看護学生に対して指導的に関われる。

4.看護研究・研修を通して看護実践を深めることができる。

1.看護過程をふまえた個別的ケアが実践できる。

2.看護師(チームリーダー・担当看護師)の役割と責任を果たすこと
ができる。

3．院内研修の学びを看護実践の場に生かすことができる。

4.課題に研究的に取り組み、看護実践を振り返ることができる。

1.日常生活援助のための基本的知識、技術、態度を身につけベッ
ドサイドケアが安全確実に実践できる。

2.看護師(チームメンバー・副担当看護師)の役割と責任を果たすこ
とができる。

3.院内研修、看護実践を通して、看護の知識を深められる。

4.研究活動に参加する。
参考：看護管理学習テキスト4(日本看護協会出版会)

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

論理的かつ実践的知識を統合し、卓越した看護を実践し、所属を超えてリーダシップを発揮できる。自己の学習活動はもとより組織的な
教育・研究活動を主体的に実践できる。
高度な看護活動を実践でき、かつ他者にモデルを示すことができる。自己の学習活動に積極的に取り組むのみならず、指導的役割を
発揮できる。
看護実践の場面において単独で看護を安全に実践できる。チームリーダー的役割や責務を認識し遂行できる。自己の学習課題に向け
た学習活動を展開できる。

指導や教育のもとで、基本的な看護を安全に実践できる。指導を受けることにより自己の学習課題を見つけることができる。

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

受講者の看護実践能力に応じた学習段階設定(日本看護協会平成21年度教育計画より抜粋)

レベルⅠ

レベルⅡ

レベルⅢ

臨床看護実践能力

レベルⅣ

・セカンドレベル

・ファーストレベル

看護管理領域

専門看護領域

・サードレベル

・スペシャリスト


